
本
書
の
構
成

本
書

は
、

こ
れ
ま

で
中
華

民
国
期

の
中

国

政

治

経
済

史

の
分
野

で
数
多

く

の
研
究

業
績

を
残

し

て
き
た
著

者

に
よ

る
、
本

格
的

な
日
中

戦

争

軍

事
史

研
究

で
あ

る
。
著

者

が
本
書

を

執
筆

し

た
理
由

は
主

に
ふ
た

つ
あ

る
。

ひ
と

つ
は
、

日

中

韓

三
国

で
日
中

戦
争

の
評

価
を

め
ぐ

る
問

題

が
、

現
在

の
政
治

的
風

潮
を

背
景

に
、

歴
史

の

実

態

や
学

問
的
観

点

か
ら

か
け
離

れ

て
恣
意

的

に
議
論

さ

れ

て

い
る
こ
と

か
ら
、

そ
れ

を
改

め

る
た

め

に
、
日
中

戦
争

全
体

の
実

証
的

把
握

が

緊

急

の
課
題

と
な

っ
て

き
た

こ
と

(
一
頁

)
、

も
う

ひ
と

つ
は
、

近
年

日
本

の
中

国
史

研
究

者

の
間

で
、
中

国
側

の
視

点

か
ら
考
察

し
た

日
中

戦

争
期

の
軍

事
史

研
究

が

い
ま
な

お
不

充
分

で

あ

る
と

の
指

摘

が
さ

れ

て
い
る

こ
と
か

ら
、

日

中

戦
争

史

を
解

明

す

る
た

め
に

は
、

そ

の
研

究

の
遅

れ

を
克

服

す

る

必

要

が

あ

る

こ
と

(
二

頁

)
、

で
あ

る
。

本
書

は
次

の
と

お

り
に
構
成

さ
れ

て

い
る
。

序
章
I
l
強
国
日
本
は
弱
国
中
国
に
な
ぜ
敗
け

た
の
か
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第

一
章

日
本
軍
攻
勢
段
階
の
国
民
党
戦
場

l
I
盧
溝
橋
事
件
か
ら
武
漢
陥
落
ま
で

第

一
節

蒋
介
石
の
対
日
抗
戦
構
想
と
首
都

南
京
陥
落
ま
で

第
二
節

太
原

・
徐
州
両
会
戦
か
ら
武
漢
大

会
戦

へ

第
二
章

日
中
対
峙
段
階
の
国
民
党
戦
場
と
国

共
矛
盾
ー

南
昌
会
戦
と
第

一
次

・
第
二

次
長
沙
会
戦

第
三
章

太
平
洋
戦
争
以
降
の
国
民
党
戦
場
と

海
外
派
兵
-

国
民
政
府
軍
攻
勢
段
階
へ

の
転
換

第

一
節

国
民
政
府
軍
の
攻
勢
と
日
本
軍
の

反
撃
ー
1
第
三
次
長
沙
会
戦
か
ら
ビ
ル
マ

遠
征

へ

第
二
節

日
本
軍
の
制
空
権
喪
失
ー

米
ソ

に
よ
る
対
中
支
援
と
中
国
空
軍
問
題

第
四
章

国
民
党
系
特
務
の
抗
日
テ
ロ
・
ゲ
リ

ラ
ー

「藍
衣

社
」

と

「
C

・
C
団
」

第
五
章

毛
沢
東
の
遊
撃
戦
構
想
と
共
産
党
戦

場

第
六
章

世
界
華
僑
に
よ
る
抗
日
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

第
七
章

抗
日
戦
争
の
背
景
と
そ
の
基
盤
1

国
民
政
府
に
よ
る

「抗
戦
建
国
」
路
線
の

展
開

終
章
I
I
中

国
勝
利

・
日
本
敗
戦
の
構
造

第

一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
、
本
書
の
中
心

課
題
で
あ
る
盧
溝
橋
事
件
の
勃
発
か
ら
日
本
の

敗
戦
ま
で
の
中
国
戦
場
の
実
態
を
軍
事
史
的
視

点
で
論
じ
た
部
分
で
、
第
四
章
か
ら
第
七
章
ま

で
は
戦
争
と
関
連
し
た
様
々
な
問
題
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
著
者
は
、
日
中
戦
争
を
単
純
に
軍

事
史
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
察
す
る
の
で
は
な

く
、
戦
争
の
周
辺
を
構
成
し
た
戦
時
中
国
の
国

内
政
治
史
、
経
済
史
、
社
会
史
な
ど
も
併
せ
て

検
討
す
る
こ
と
で
、
「速
戦
速
決
」
で
中
国
に

勝
利
し
よ
う
と
し
た

「強
国
日
本
が

『泥
沼
戦

争
』
に
陥
り
、
弱
国
中
国
に
敗
戦
す
る
に
至
っ

た
複
合
的
要
因
の
解
明
」
(五
頁
)
を
試
み
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
は
日
中
戦
争
の

時
期
区
分
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

戦
争
の
推
移
を

「日
本
軍
攻
勢
段
階
」、
「日
中

対
峙
段
階
」、
「中
国
軍
攻
勢
段
階
」
に
分
け

(四
頁
)、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
中
国
戦
場
の

戦
闘
状
況
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
い
う
方
法
を

採

つ
て
い
る
。

二

本
書
の
内
容

次
に
、
本
論
部
分

の
各
章

・
節
の
内
容
を
概

説
す
る
。
第

一
章
は

「日
本
軍
攻
勢
段
階
」
と

し
て
、
盧
溝
橋
事
件

(
一
九
三
七
年
七
月
)
か

ら
武
漢
陥
落

(
一
九
三
八
年

一
〇
月
)
ま
で
を

論
じ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
同
章
第

一
節
で
は

盧
溝
橋
事
件
か
ら
南
京
陥
落
ま
で
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
ま
ず
、
抗
日
戦
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
蒋
介
石
が
中
国
共
産
党
と
同
じ
よ
う
に
遊

撃
戦
を
重
要
な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ

と
を
、
蒋
介
石
や
白
崇
禧

(国
民
政
府
軍
事
委

員
会
副
総
参
謀
長
)

の
発
言
を
通
し
て
考
察
し

て
い
る

(
=
ニ
ー

一
四
頁
)。
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国

民
政
府
軍
の
遊
撃
戦

に
着
目
し
た
こ
と
は
、
本

書
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

遊
撃
戦
は
本
書
全
体
を
貫
く
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る

(七
頁
)。

盧
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
の
分
析
で
は
、
盧
溝

橋
と
北
平
の
中
間
に
位
置
し
た
豊
台
の
地
理
的

重
要
性
を
指
摘
し
た
上

で
、
盧
溝
橋
事
件
は

一

九
三
六
年
以
降
、
豊
台
周
辺
で
繰
り
返
さ
れ
た

日
本
軍
の
挑
発
的
行
為

の
延
長
線
上
で
起
き
た
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衝

突

で
あ

り
、

盧
溝

橋
事

件

で
中

国
軍

を
駆

逐

し

て
豊
台

周
辺

を
占

領

し
た

こ
と

で
、

日
本

軍

は

「最
大

の
目
的

た

る
北

平
城

攻

略

に
全
力

で

あ
た

る

こ
と

が

で
き

る
」

(
三

〇

頁

)

よ
う

に

な
り
、

こ

の
日
本
軍

の

一
連

の
攻

略

は

「間

違

い
な
く
計
画

的

段
取

り

に
沿

っ
た

も

の
と

い
え

よ
う
」

(三

〇

頁

)

と
、

日
本

軍

の
計

画

的
侵

略

が
あ

っ
た
と

主
張

し

て

い
る
。

ま

た
、
第

二

次
上
海

事
変

の
分
析

で
は
、
事

変

勃
発

を
き

っ

か

け
に
第

二
次

国
共

合
作

が
成

立

し

た

こ
と

に

つ
い
て
触

れ
、

国
共

両
党

が
労
働

者

や
農
民

か

ら
大
資

本
家

ま

で
あ

ら

ゆ

る
階

層

を
含

め

た
全

国
規
模

の
抗

日

民
族

統

一
戦
線

を
結
成

し

た

こ

と

で
、

「中

国

の
分

裂

状

態

を

望

ん

で

い
た

日

本

は
中

国
全

体

を
敵

と

す

る
泥
沼

戦
争

に
落

ち

込

ん

で

い
く

こ
と

に
」

(
四

一
頁

)

な

っ
た

と

指
摘

し
て

い

る
。

同
章

第

二

節

で

は
、

太

原

・
徐

州
両

会

戦

(
一
九

三

七

年

九

月
～

=

月

、

一
九

三
七
年

一
二
月
～

一
九

三
八
年

五
月

)

か
ら
武

漢
陥
落

ま

で
を
論

じ

て
い
る
。

こ
こ

で
著

者

は
、
盧
溝

橋
事

件

以
降

、
日

本
軍

が
華
北

各

戦
場

で
連

戦

連

勝

を

果

た

し

た

に

も

拘

わ

ら
ず

「
速

戦

速

決

」

に
失

敗

し

た
理
由

と

し

て
、
太

原

・
徐

州

両

会
戦

中

の
平

型
関

・
台

児
荘

両
戦

役

で
国
共

両

軍

が
局
部

的
勝

利

を
収

め
た

こ
と

で
、
中

国

民
衆

に
抗

日
戦
勝

利

の
自

信

を
与

え
た

こ
と
や

(
八

四
頁

)
、

「
抗

戦
建

国

綱

領

」

を
採

択

し
、

国

民
政

府

が
総
動

員
体

制

で
臨

ん

だ
武

漢
会

戦

で
、

日
本
軍

は
国
民

政
府

軍

に
勝
利

し
武
漢

を

占

領

し

た

も

の

の
相

当

の
損

害

を

出

し

た

た

め
、

「
速

戦
速

決

」

が

達
成

で
き

な

く

な

っ
た

こ
と
な

ど

を
挙
げ

て

い
る

(八

五
頁
)
。

第

二
章

で

は
、

「
日

中

対

峙

段

階

」

で

あ

る
、
南

昌

・
随
棄

・
齋

宜
各

会

戦

(
一
九

三
九

年

三
月

～
五

月
、

一
九

四
〇
年

五
月
～

六
月

)

か

ら
第

一
次

・
第

二
次

長
沙

会

戦

(
一
九

三
九

年

九
月

～

一
〇
月

、

一
九

四

一
年

九
月

～

一
〇

月

)

ま

で

の
中

国

戦

場

と

、

国

共
合

作

の
矛

盾

が
頂

点

に
達

し

た

例

と

し

て
、
新

四

軍

事

件

(院

南
事

変
、

一
九

四

一
年

一
月
)

を
取

り

上
げ

て

い
る
。
著

者

は

こ

の
時
期

の
日
中
両

軍

の
戦

略

・
戦

術

の
特

徴

に

つ
い

て
、

次

の
よ

う

に
分

析

し

て

い
る
。

日
本

軍

は
武

漢

占

領

後

「速

戦
速

決
」

を
諦

め
、
持
久

戦
を

決
意

し

た

が
、

戦
場

で
は

こ
れ
ま

で
と

同
様
、

戦
力

を

総

動
員

し

て
戦

い
に
臨

む

一
方
、

こ
の
時
期

か

ら
毒

ガ

ス
兵

器

を
頻
繁

に
使

用

す

る
よ
う

に
な

り
、

「勝

利

を
得

る
た

め

に

は
手

段

を
選

ば

な

い
姿

勢

を
強

め

て
」

(九

一
頁

)

い

っ
た
。

こ

れ

に
対

し
、

国

民
政
府

軍

は
地
形

を
利

用

し
た

遊
撃

戦
を

展

開

し
、

日
本
軍

の
戦

力

を
徐

々
に

消

耗

さ

せ
た

。
戦

場

で
は

「
日
中

双
方

と
も

、

戦

っ
て
す

ぐ

に
元

の
陣

地

に
戻

る
、
も

し
く

は

占

領

・
奪

還

と

い
う

一
進

一
退

の
状
況

が
続

い

た
。

す
な

わ

ち
、

双
方

と
も
完

全

な
勝

利
を
収

め

る

こ
と

が

で

き
ず

、

流

動

的

で

あ

っ
た

」

(八
六

頁

)
。

第

三
章

は
、
太

平
洋

戦
争
開

戦

か
ら

日
本
敗

戦

ま

で

の
中

国
戦

場
と
中

国
空

軍

の
問
題

を
論

じ

て

い

る
。

同
章

第

一
節

で
は
、

「中

国

軍
攻

勢

段
階

」

に
あ
た

る
、
第

三
次

長
沙

会

戦

(
一

九

四

一
年

一
二
月

～

一
九

四

二
年

一
月

)
か

ら

ビ

ル

マ
遠

征

(
一
九

四
二
年

二
月
～

一
九

四
五

年

五
月

)

を
経

て
、
敗
戦

ま

で

の
戦

場
分

析

を

行

い
、

こ
れ

ま

で
不

明
確

な
部

分

が
多

か

っ
た

太

平
洋

戦

争
期

の
中

国
戦

場

の
実
態

解

明
を
試

み

て

い
る
。

一
九

四

一
年

二
月

二
四
日
、

第

三
次
長

沙
会

戦

を

発

動

し

た
当

時

、

「
日
本

軍

は
長

沙
方

面

の
国
民

政
府

軍

の
兵
力

を

弱
体

と
誤

っ
て
判
断

し

N
J

(
1

1
九
頁

)

い
た

た

め
、

対

日
抵

抗
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の
準

備

を
整

え

て

い
た
国
民

政
府

軍

の
攻
撃

に

敗

れ
、

日
本

軍

の

「損
失

は
抗
戦

期

を
通

じ

て

未
曾

有

の
も

の
と

な

っ
た
」

(
一
二

一
頁
)
。

ま

た
、

同
会

戦

で
は
国
民
政
府

軍

に

よ

る

「遊

撃

戦

も
数
多

く

発
動

さ
れ
、
各

挺
身

隊

が
江
西

省

北
部

、

西
部

、
湖
北

省
北
部

で
絶

え
ず

日
本

軍

の
倉

庫

、

交

通

・
通
信

を
襲

撃

し

た

」

(
一
二

一
-

一
二

二
頁

)
。

そ

の
後

の
常

徳
会

戦

(
一

九

四
三
年

一

一
月

～

一
二
月

)

で

も
国

民
政
府

軍

は
勝

利

を

収

め

た
。

し

か

し

、

こ

の
連

勝

は

「国

民
政
府

の
抗

戦
精
神

を
弛

緩

さ
せ
、

か

つ
日
本

軍

の
力
量

を
過
小
評

価
す

る

こ
と
と

な

り
、

大

陸
打

通
作
戦

で
手

ひ
ど

い
打

撃

を
受

け

る
」

(
一
二
七

頁
)
結

果
を
招

い
た

。

著

者

の
指

摘

ど
お
り
、
大

陸
打

通

作
戦

(
一

号
作

戦

。
中

国
側

の
呼
称

は
豫
湘

桂

戦
役

。

一

九

四

四
年

四

月
～

一
二
月

)

で
国

民

政

府

軍

は
、

数
十

万

の
兵
力

と

四
省

都
、

一
四
六

都
市

な

ら
び

に
空

軍
基
地

を

日
本

軍

に
奪

わ
れ

る
大

敗
北

を
喫

し
た

が
、
著
者

は

「衡

陽
防

衛

戦
な

ど

で
は
中

国

空
軍

な
ど

の
援

護

を
受

け
、

国
民

政
府

軍

の
地

上
部
隊

が
激
戦

を
演

じ

、
反
撃

・

抵
抗

を

繰

り
広
げ

、
日
本
軍

に
大

損
害

を

与

え

て

い
る
。

こ
う

し
た
側
面

を
捨
象

で
き
な

い
」

(
=

二
八
頁

)

と
、

作

戦
中

の
国

民
政

府

軍

の

反
抗

を
評
価

し

て

い
る
。

同
章

第

二
節

で
は
、

ソ
連

や

ア

メ
リ
カ

か
ら

物

的

・
人
的
支

援

を
受

け
た
中

国
空

軍

が
戦

争

初

期

の
劣
勢

を
ど

の
よ
う

に
挽

回

し
、

戦
争

勝

利

に

い
か

に
寄

与

し

た

の
か
論

じ

て
い
る
。

戦

争

開
始

当
初

、
中

国

の
空

軍
力

は
あ
ら

ゆ

る
面

で
日
本

と
比

べ
劣

っ
て

い
た
。

し

か
し

、

一
九

三
七

年

八
月

、

「中

ソ
不

可

侵
条

約

」

が

締

結

さ
れ

る
と
、
中

国
空

軍

は

ソ
連

の
援

助

を
受

け

て
空
軍

力
を
強

化

し
、
中

国
上

空

で
日
本

軍

機

と

激

し

い
戦

い
を
繰

り
広

げ

る
ま

で

に
成

長

し

た

(
一
六

九

ー

一
七

九

頁

)
。

そ

し

て
、

一
九

四

一
年

四
月

の

「
日

ソ
中

立
条

約

」

で
ソ
連

の

援

助

が
得

ら

れ
な

く
な

る
と
、

中

国
空

軍

は
新

た

に

ア
メ
リ

カ
軍

の
支
援

を
受

け

、
制
空

権

を

徐

々

に
拡

大

し
た
。

ア
メ
リ

カ
軍

の
支
援

を
得

た

時

点

で
、

す

で
に

陸

上

戦

の

み

で
戦

争

の

勝

敗

を

決

す

る

こ
と

は
不

可

能

と

な

っ

て

い

て
、

「中

国

戦

場

に

お
け

る
空

軍

の
盛

衰

が

戦

争

の
帰

趨

と
大

き

く

か

か

わ

っ
て

い
」

(
一
六

三
頁

)

た
。

第

四
章

は
、

国
民

政
府

・
国
民
党

の
情

報

組

織

で
あ

る
藍

衣
社

と

C

・
C
団

、

お

よ
び

国

民

党
系

青
年

団
体

の
三
民
主

義
青

年

団

の
日
中

戦

争
下

で
の
活
動

に

つ
い
て
論

じ

て

い
る
。

蒋
介

石

の
側
近

で
あ
る
戴

笠

に
率

い
ら

れ
た
藍

衣
社

は
、

抗

日
路
線

を

明
確

に
掲
げ

、

日
本
軍

占
領

下

の
天
津

や
上

海

な
ど

で
、
対

日
協

力
者

を
暗

殺
す

る

テ

ロ
活

動

を
繰

り
返

す
と

と
も

に

(
二

一
六

ー

二

一
七
頁

、

二
二

二

ー

二
二

三
頁

)
、

戦

場

で

は
部

隊

を

組

織

し

て
遊

撃

戦

を
展

開

し
、

日
本

軍

の
背
後

を
急

襲

し
た

り
、
交

通
網

や
兵

姑

を
破

壊

し

た
り

し
た

(
二

一
九

-

二
ニ

1
頁

)
°

一
方

、

C

・
C
団

は
戦

争
初

期
、

路
線

対
立

か

ら
、

一
部
幹

部

が
離
脱

し
江
兆
銘

側

に

加

わ
る

と

い
う
事
態

を
起

こ
し
た

が

(
二

二
九

ー
二

三
〇

頁

)
、

そ

の
後

は
藍

衣

社

と
同

様

、

抗

日
運
動

に
力

を
費

や

し
た

。
戦

争

が
激

し

く

な

る
に

つ
れ
、

三

民
主

義
青
年

団

に

は
多

く

の

青
年

た

ち
が
加

入

し
、

日
本

敗
戦

時

に
は
団

員

百
万

人
余

り

を
抱

え

る

一
大
組

織

と

な

っ
て

い

た

(
二
四
七
頁

)
。

第

五
章

で
は
、
中

国

の
勝

利

に
貢
献

し

た
共

産
党

軍

(八
路

軍

・
新

四
軍

)

の
遊
撃

戦

が
ど

の
よ
う

に
構
想

さ

れ
、

華
北

・
華

中
両

戦
場

で

具
体

的

に
ど

う
実

施

さ
れ

た

の
か
分
析

し

て

い

る
。
『
持

久

戦

論

』

で
日
中

戦

争

が

長
期

持

久
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戦

で
あ

る

こ
と

を
説

い
た
毛

沢
東

は
、

冷
静

な

現
状

分
析

か
ら
、
遊

撃
戦

を

対
抗

手
段

と

し

て

重
要

視

し
、
具
体
的

戦
略

を

『抗

日
遊

撃

戦
争

の
戦

略
問
題

』
と

し

て
ま

と
め
上

げ

た

(
二
五

ニ

ー

二
五

四
頁

)
。

そ

の
遊

撃

戦

を
成

功

さ

せ

る

た
め

に
は
、

そ
れ
を
背

後

で
支

え

る
民
衆

の

力

が
欠

か
せ
な
か

っ
た
。

戦

闘

で
必
要

な
武

器

は
、

当
初
、

民
衆

が
持

っ
て

い
た
も

の
を
借

用

し

た
り
、
農

民
が
作

っ
た
製

品

な
ど

を
利

用

し

て

い
た

が
、

そ

の
後

、

中

国

工
業

合

作

運

動

(
工
合

運
動

)

に
よ

っ
て

工
業

合

作
社

が
成

立

す

る
と
状
況

は
変
化

し

た
。

工
業

合
作

社

は
、

遊

撃
隊

と
行
動

を
と

も

に

し
な

が
ら
武

器

を
補

給

し
た

こ
と
か

ら
、

「
ゲ

リ

ラ
工

業

」

と

も
呼

ば

れ

、

「
こ
れ

ら
移

動

兵

器
廠

の

一
部

は
簡

単

な
溶
鉱

炉
、
鋳
物

・
圧

延
機

器

な
ど

を
備

え

て

お
り
、

爆
弾

や
手
榴
弾

を

月

に
二
〇

～

三
〇
ト

ン
製
造

で
き
」

(二
五

六

頁

)
、
遊

撃
戦

に
大

い

に
貢
献

し
た
。

第
六
章

で
は
、
世

界

各

地

の
華

僑

(華

人
)

グ

ル
ー
プ

の
対
中

支
援

が
中

国
勝

利

に

い
か
な

る
役
割

を
果
た

し
た

の

か
論

じ

て
い
る
。

国
民

政
府

の
調
査

に
よ
る

と

、

当
時
世

界

に

は

=

四
〇
万

人
余

り

の
華
僑

が
存
在

し
、

華
僑

資
本

の
対

中

投

資
額

も
大

き

く

、

「
こ
う

し
た

力
量

を
も

つ
華
僑

の
支
援

を
得

る
か
否

か

が
、
国
民

政

府

の
安
定

、
抗

日

戦
争

の
開

始

・
継
続

の

一

つ
の
鍵

を

に
ぎ

っ
て

い
た
」

(二

八

一
頁

)
。

そ

の
た

め
、

国
民
政

府

は
盧

溝
橋

事

件
後

、
華
僑

に
対

す

る
様

々
な
優

遇
政

策

を
打

ち
出

し
、
彼

ら

の
力

を
戦

争

に
生

か

そ
う

と
し

た
。
欧

米
や

南

洋
地

域

で

は
、
華

僑
た

ち

が
団
結

し
て
抗

日

運

動

を
展
開

し
た
。

そ

の

一
方

、

日
本

や
台
湾

に
住

ん

で

い
た
華

僑

は
、

日
本

側

か

ら
弾

圧
を

受

け
、

充
分

な
抵

抗

が

で
き
ず

、

日
本

の
支
持

に
回

ら
ざ

る
を
得

な

い
状

況

に
置

か
れ

た

(
二

九
九

-
三

〇

二
頁

)
。

第
七

章

で
は
、
国

民
政
府

の
奥
地

経
済

建
設

が
長
期

持
久

戦

を
最

後
ま

で
支

え

る

こ
と
が

で

き
た
要

因

を
分
析

し

て
い

る
。

日
中

戦
争

が
始

ま

る
と
、

国
民
政

府

は
経
済

の
中
枢

で
あ

っ
た

上
海

な
ど

沿
岸
部

や

重

工
業

の
中

心
地

の
武
漢

を
日
本

軍

に
奪

わ
れ

た

が
、

工
場

や
金
融
網

を

内

陸

に
移
転

さ
せ

る

こ
と

で
、

長
期

持
久

戦
を

戦

い
抜

こ
う
と

し
た

。

そ
し

て
、

国
民
政
府

は

公
債

を
大

量

に
発

行

し

て
財

政

危
機

を
乗

り
切

る

(
=
二

五

-
三

一
六
頁

)

一
方
、

工
合
運

動

を
支

持

す

る

こ
と

で

(
=
二

七

頁

)
、

工
業

生

産
を
促
進
さ
せ
た
。

し
か
し
、

一
九
四
〇
年
の
日
本
海
軍
に
よ
る

漸
江

・
福
建
沿
岸
の
封
鎖
、
日
本
陸
軍
の
仏
印

進
駐
な
ど
に
よ
り
、
中
国
内
陸
の
物
資
不
足
が

深
刻
化
す
る
と
、
国
民
政
府
は
農
民
か
ら
稲
穀

を
税
と
し
て
徴
収
す
る

「田
賦
実
物
徴
収
」
を

実
施
し
た

(三
二
五
頁
)。
こ
の
政
策
で
国
民

政
府
の
財
政
と
物
資
不
足
は
緩
和
さ
れ
た
が
、

一
方
で
民
衆
の
国
民
党
離
れ
を
引
き
起
こ
し

た
。
こ
れ
ら
経
済
政
策
を
著
者
は
、
「国
民
政

府
は
持
久
的
抗
戦
の
た
め
の
経
済
体
制
の
確
立

に
成
功
し
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
成
功
し
た
が
ゆ

え
に
、
民
衆
政
策
に
失
敗
し
て
自
ら
の
支
持
基

盤
を
掘
り
崩
し
、
国
共
内
戦
期
に
敗
北
し
て
崩

壊
す
る
重
大
要
因
を

つ
く
り
出
し
た
と
い
え
よ

う
」
(三
三
五
頁
)
と
論
じ
て
い
る
。

三

本
書
に
対
す
る
評
価
と
意
見

本
書
は
、
中
国
側

の
研
究
成
果
を
ふ
ん
だ
ん

に
用
い
、
中
国
側
の
視
点
か
ら
日
中
戦
争
に
関

す
る
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、

「日
本
語
史
料
を
駆
使
し
た
日
本
史
研
究
者
の

独
壇
場
の
感
が
あ

っ
た
」
(二
頁
)
こ
れ
ま
で

の
日
本
の
日
中
戦
争
史
研
究
で
は
論
じ
き
れ
な
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か

っ
た
実
態

を
明

ら
か

に

し
た

と

い
え

る
。

ま

た
、
本

書

は

「大
学

三
年

生

以

上

の
歴

史
学

専

攻

の
学

生

・
大

学
院

生

、
及

び

日
中

戦

争
史

に

関
心

を
持

つ

一
般
社

会

人
を

主
要

対
象

と

し
、

そ

の
上

で
専
門

家

に
と

っ
て
も
意

義

あ

る
本

」

(
三

七

七

頁

)

を

製

作

す

る

と

い

う

意

図

の

下
、
複

雑
な

日
中
戦

争

の
諸

相

を

わ
か

り

や
す

く
論

じ

て
い
る

こ
と
も

大

い

に
評

価

で
き

る
。

こ
れ
ら

の
点

か
ら
、

本
書

は
今
後

の
日
本

の
日

中
戦

争
史
研
究

に
大

き

く
寄

与

す

る
研
究

成

果

と

い
え

る
。

一
方
、
本
書

は
日
中

戦
争

を
多

方

面

か

ら
概

説
的

に
論

じ
て

い
る

こ
と
と

、
考

察

に
際

し
、

中

国
側

の
従

来

の
研

究
成

果

に
頼

り
す
ぎ

て

い

る
結

果
、

日
中
双
方

が

関

わ

っ
て

い
る
戦

場
分

析

で
、
や

や
不
充
分

な

点

が

み
ら

れ
る
。

そ

の

一
例
と

し
て
挙
げ

ら
れ

る

の

は
、

盧

溝
橋

事
件

に

つ
い
て

の
分
析

で
あ

る
。

著
者

は
、
盧

溝
橋

事

件

で
日
本

軍

が
北

平

南

部

の
豊

台

な

ど

を

占

領

し
た

理
由

を
、

「
日
本

軍

の
背

後

を
強

化

し
、

そ

の
最

大

の
目

的

た

る
北

平

城

攻

略

に

全

力

で
あ

た

る
」

(
三

〇
頁

)

た

め

で
あ

っ
た

と
論

じ
、

「
そ

の
攻

略

は
間

違

い
な

く
計

画

的

段

取

り

に
沿

っ
た

も

の
と

い
え

よ

う
」

(
三
〇

頁
)
と
分
析
し
て
い
る
が
、
実
際
に
、
こ
の
時

日
本
軍
の
最
大
の
目
的
が
北
平
城
の
攻
略
に
あ

り
、
そ
の
攻
略
は
計
画
的
段
取
り
に
従
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

盧
溝
橋
事
件
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
日
本
側
は

当
初
、
不
拡
大
の
方
針
で
臨
ん
だ
。
盧
溝
橋
事

件
発
生
翌
日
の
七
月
八
日
、
閑
院
宮
戴
仁
参
謀

総
長
は
香
月
清
司
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
に
武
力

発
動
の
指
示

「臨
命
第
四
〇
〇
号
」
を
発
し
た

が
、
そ
の
文
言
は

「事
件
ノ
拡
大
ヲ
防
止
ス
ル

為
更

二
進
ン
テ
兵
力
ヲ
行
使

ス
ル
コ
ト
避
ク

ムロ
　

ヘ
シ
」
と

、
積

極
的

な
武

力

行
使

を
控

え

る
内

容

で
あ

っ
た
。

し

か
し

、
現

地

で
は
連

日
散
発

的

戦

闘

が

続

き

、

余

談

を

許

さ

な

い
状

況

に

あ

っ
た
。

七
月

一
五
日

付

「支
那

駐
屯
軍

ノ
作

戦
計

画
」

で
は
、

ま
ず
北

平

郊
外

の
敵

を
掃
討

し
、

そ

の
後
、

状

況

に
よ

っ
て
は
河
北
省

石
家

荘

か
ら
徳
州

ま

で
進

出

し

て
中
央

軍

と
決
戦

す

　　
　

る
と

い
う
拡

大

方
針

が

示

さ
れ

た
。

ま
た
、
支

那
駐

屯
軍

の
重

要
任

務

の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
北

平
居

留
民

の
保

護

に

つ
い
て

は
、

通
州

駐
屯
部

隊

の

一
部

を

動

員

し

て
行

い
、

「
更

二
兵

力

ヲ

要

ス

ル
場

合

ハ
城
内

部
隊

ト
協
力

シ
北

平
城
内

へ
強

行
進

入

セ

シ
ム

ル

コ
ト

ア
リ
」

と
計
画

さ

ム
ヨ
　

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
拡
大
の
流
れ
を

受
け
、
閑
院
宮
参
謀
総
長
は
七
月
二
六
日
、
香

月
司
令
官
に

「臨
命
第
四
〇
〇
号
」
を
廃
し
、

事
態
に
応
じ
て
武
力
行
使
を
行
う
よ
う
新
た
に

ハる
　

命

じ
た
。

こ
の
よ

う

に
し

て
、
盧
溝

橋
事

件

は

全
面

戦
争

へ
と
拡

大

し

て

い

っ
た

が
、

こ
こ
ま

で
の
日
本

側

の
命
令

や
計

画

の
中

で
、
北

平
城

攻
略

を
最

大

の
目
的

と

す

る
文

言

は
見

当
た

ら

な

い
。
ち

な

み

に
、

北
平

は
七
月

三
〇

日
、

日

本
軍

に
占

領

さ
れ

た
が

、
周

辺

で
は
依

然
と

し

て
戦

闘

が
繰

り
広
げ

ら
れ

て

い
た
。

盧

溝
橋

事
件

前

、
有

事

に
お

け
る
作

戦
行

動

に

つ
い

て
研

究

を

進

め

て

い
た
支

那

駐
屯

軍

は
、

一
九

三

四
年

三
月

、
基

礎
的
プ

ラ

ン
で
あ

る

「永
年

計
画

」

を
ま

と

め
、

そ

の
後

、

こ

の

計

画

を

も

と

に
毎

年

「年

度

計

画

」

を

作
成

　ら
　

し
た
。
も
し
、
著
者

の
主
張
す
る
と
お
り
、
北

平
城
攻
略
が
計
画
的
段
取
り
に
沿
っ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
前
年
の
一
九
三
六
年
度

の
計
画
で
あ
る

『昭
和
十

一
年
度
北
支
那
占
領

統
治
計
画
』
に
何
か
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
同
計
画
で
は
北
平
が
占
領
統
治
地
区
の

ム
　
　

ひ
と

つ
と

さ
れ

て

い
る
も

の
の
、
占

領

に
至

る

段

取

り
が
あ

っ
た

の
か

に

つ
い

て
は
は

っ
き
り
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し
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
著
者
の
引
用
文
献
の
取
り
扱
い

方
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
気

に
な
る
点
が
あ

る
。
注
記

(
三
四
四
ー
三
六
九
頁
)
を
見
る

と
、
著
者
が
戦
場
分
析
で
主
に
利
用
し
て
い
る

文
献
に

『抗
日
戦
争
時
期
国
民
党
正
面
戦
場
重

要
戦
役
介
紹
』
(
四
川
人
民
出
版
社
、

一
九
八

五
年
)
が
あ
る
。
同
書
は
日
中
戦
争
で
の
主
要

な
会
戦
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る

ほ
か
、
戦
闘
で
命
を
落
と
し
た
国
民
政
府
軍
将

校
の
略
歴
が
つ
づ
ら
れ
て
い
て
大
変
興
味
深
い

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
同
書
に
は
執
筆
に
あ

た
っ
て
利
用
さ
れ
た
引
用
文
献
を

一
切
掲
載
し

て
い
な
い
た
め
、
実
証
研
究
の
観
点
か
ら
い
え

ば
、
記
述
内
容
に
信
頼
性
を
欠
く
。
ま
た
、
刊

行
さ
れ
た
の
が

一
九
八
五
年
と
今
か
ら
お
よ
そ

二
五
年
前

で
、
中
国
戦
場
に
関
す
る
近
年
の
研

究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
点

ム
フ
　

が
あ

る
。
中

国
戦

場

に

関

し
、
中

国
側

に

一
次

史
料

が
無

い

の
か
と

い
え
ば

決

し

て
そ
う

で
は

な

く

、

例

え

ば

、

中

国

第

二
歴

史

櫨

案

館

編

『抗

日
戦
争

正

面

戦

場

』

上

・
下

(江

蘇
古

籍

出
版

社
、

一
九

八

七
年

)
や

、
同
編

『
国
民
党

軍
機
密

作

戦

日
記

』
上

・
中

・
下

(中

国
椹
案

出
版
社
、

一
九
九
五
年
)
な
ど
、
公
刊
さ
れ
て

い
る
史
料
集
が
あ
り
、
共
産
党
軍
に
関
す
る

一

次
史
料
も
す
で
に
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
著

者
は

『抗
日
戦
争
時
期
国
民
党
正
面
戦
場
重
要

戦
役
介
紹
』
を
無
批
判
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る

が
、
本
書
が
日
中
戦
争
史
の
概
説
書
と
い
う
性

格
を
差
し
引
い
て
も
、
果
た
し
て
そ
れ
が
適
切

だ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
第
三

章
第

一
節
の
ビ
ル
マ
遠
征
の
分
析
の
中
で
、
日

本
の
公
刊
戦
史
で
あ
る

『戦
史
叢
書
』
を
使

っ

て
ア
メ
リ
カ
軍
の
動
向
を
論
じ
て
い
る
が
、
果

た
し
て
あ
る
国
の
戦
場
分
析
を
他
国
の
戦
史
の

み
で
も
っ
て
論
じ
き
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
現
在
日
本
の
日
中
戦
争
史
研
究
は
日

本
語
史
料
を
駆
使
し
た
日
本
史
研
究
者
の
独
壇

場
の
感
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
現
状

を
さ
ら
に
克
服
す
る
に
は
、
よ
り
徹
底
的
な

一

次
史
料
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注〈l
V

臼
井
勝
美

・
稲
葉
正
夫
編

『現
代
史
資

料

9

日
中
戦
争
2
』
み
す
ず
書
房
、

一
九

七
三
年
、
三
頁
。

〈
2
>

同
右
、

一
五
頁
。

〈
3
>

同
右
、

一
六
頁
。

・

〈
4
>

同
右
、

一
九
頁
。

〈
5
>

永

井
和

『
日
中

戦
争

か
ら

世
界

戦
争

へ
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
四
二
頁
。

〈
6
>

同
右
、
四
八
頁
。

〈
7
>

一
九
九
七

年

か
ら

二
〇
〇

七
年

ま

で

の
日
中
戦
争
関
連

の
研
究
成
果

は
、
長
谷
川

怜

・
広
中

一
成

「
日
本
語

・
英
語

・
中
国
語

文
献

(
一
九
九
七
～

二
〇
〇
七
年
)
」

(軍
事

史

学
会
編

『
日
中
戦
争
再
論
』
錦
正
社
、
二

〇
〇
八
年
)
、
四
三

一
-
五
〇
二
頁
参
照
。
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